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京都大学防災研究所地震予知研究センターが展開する地殻変動観測点の多くの伸縮計が、９月５日紀伊半島南

東沖の M6.9（前震） および M7.4（本震） の地震に伴なう歪ステップを記録した。観測されたステップを、いく

つかの提唱された震源モデルに基づく計算値と比較した。震源モデルは３つの CMT 解とをもとにしたものと、国土

地理院[GSI]による断層解を基に行った。CMT解は[ERI]東京大学地震研究所・山中によるECI地震学ノートNo.153、

[JMA]気象庁発表の発震機構解、[YAG]建築研究所・八木によるものである。また、ERI と YAG では、深さを各解の

パラメータとして発表されている深さと合わしたものと気象庁発表の震源深さと一致させたもの、JMA 解は二つの

共役面それぞれを検討した。断層モデルパラメータは応力降下量 3.0×10^6 Pa、剛性率 4.1×10＾10 N/ｍ2 を仮

定して、その他モデル相互に参照して合理的な値を充てた。破壊開始点が与えられているモデルは地表投影点をＪ

ＭＡ震央と一致させた。本震の場合の JMA 解では、断層中央を震源位置にあわせたもの（*0）と、走向に沿って

10km ずらせたもの(*1)、20km ずらせたもの(*2)についても検討した。本震の場合、各観測点の各伸縮計の方向に

おける歪ステップ値のセンスは、ERI の当初解では合わなかったが、改訂された No.153 は、他の各モデルととも

観測されたステップのセンスとほぼ合致する。絶対値は、大部分のケースで計算値のほうがかなり大きい。ＪＭＡ

モデルでは断層の中央を震源から西側にずらしたほうが、観測値との適合度は良い。観測値にもっとも近く分散も

小さいものは YAG モデルで破壊開始点を JMA 震源と一致させたものである。上記比較は、断層を単一面としてその

面上では均一なすべり量を仮定したが、最適モデルに対しては断層面上でのすべり量分布をよりリアルな分布とし

たものについても各観測点の予想ステップ量を計算した。前震についても検討ケースは少し減らしたが、ほぼ同様

な手順で比較検討を行った。前震においても YAG モデルがよく一致し、特に震央の最近接点の「紀州」では、O/C

比が 105％から 120％と極めて良く一致した。 


